
学校評価目標 ○学校生活が楽しい；92%以上 ○授業がよくわかる；90%以上 ○互いに認め合う人間関係；95%以上 

（各数値は、生徒の学校評価アンケートを基に決めました） 

 

令和３年度 菅平小・中学校 グランドデザイン 

         学校教育目標 

 

めざす子どもの姿 
自立した学習者 

協働して目の前の問題を解決していくことができる姿 

重点活動
『子どもを主人公とし

た授業づくり』 

〇９年間の学びをつなぐ

カリキュラムづくり 

〇自分なりの学び方を 

身につける子ども 

・「本質的な問い」をも

とにした授業改善によ

り、「協働の学び」の

質を高める 

・子どもと教師による見

える評価基準（ルーブ

リック）の活用 

・学年に応じたＰＤＣＡ

サイクルで自学スタイ

ル、主体的な家庭学習

の取り組みを進める 

・道場・自学の時間で基礎的・基

本的内容の定着を図る 

【経営の理念】 

つなぐ学校（「聴く」そして「伝える」） 

めざす学校の姿 

授業をもとに子どもたちをとりま

く問題や課題を解決する学校 

めざす教師の姿 

子ども理解をベースに、子どもの心や

思いに耳を傾け、つなぐ教師 

重点活動
『ふるさと菅平に学び、郷土

に生きる人材の育成』 

○故郷を愛し誇りに思う心情を

育てる 

・９年間の菅平独自カリキュラ

ムで行う生活科、総合的な学

習の時間の充実           

＜中学校＞ 

 菅平の人・もの・ことに学

び、地域の一員としての提

案・発信 

＜小学校＞ 

 ドリームワークス活動の充実 

  

・特色ある教育過程（スキー

科）をもとにスキーから学ぶ 

地域・ｽｷｰｸﾗﾌﾞとの連携強化 

・キャリア教育との連携を推進 

 

重点活動
『誰もが安心できる集団
づくり』 

〇すべての子どもが安心し

て学べる集団づくり 

〇自分も他者も大切にする

子どもの育成、相手意識

の醸成 
  

・対話活動を通して自他を

尊重する人間関係づくり 

・９年間継続した道徳教

育・人権教育の充実によ

り、違いを認められる人

へ 

・児童会・生徒会等の自治

活動を通した体験 

・異年齢集団による活動を

積極的に導入 

・スキー活動での体験 

義務教育９年間の学びをつなぐ教育活動 
 

 

 

 

 

 

 

子ども 


